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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年5月1日(2008.5.1)

【公表番号】特表2003-528116(P2003-528116A)
【公表日】平成15年9月24日(2003.9.24)
【出願番号】特願2001-570094(P2001-570094)
【国際特許分類】
   Ａ０１Ｎ  43/08     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  47/10     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  57/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  57/28     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ０１Ｎ  43/08    　　　Ｈ
   Ａ０１Ｎ  47/10    　　　Ａ
   Ａ０１Ｎ  57/00    　　　Ａ
   Ａ０１Ｎ  57/28    　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成20年3月14日(2008.3.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】
　式（Ｉ）
【化１】

［式中、
ＸはＣ1－Ｃ6－アルキル、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ6－アルコキシまたはＣ1－Ｃ3－ハロゲノア
ルキルを表し、
Ｙは水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ6－アルコキシまたはＣ1－Ｃ3－ハロ
ゲノアルキルを表し、
ＺはＣ1－Ｃ6－アルキル、ハロゲンまたはＣ1－Ｃ6－アルコキシを表し、
ｎは０～３の数を表し、
Ａは水素または各場合とも場合によりハロゲン－置換されていてもよい直鎖状もしくは分
枝鎖状のＣ1－Ｃ12－アルキル、Ｃ3－Ｃ8－アルケニル、Ｃ3－Ｃ8－アルキニル、Ｃ1－Ｃ

10－アルコキシ－Ｃ2－Ｃ8－アルキル、Ｃ1－Ｃ8－ポリアルコキシ－Ｃ2－Ｃ8－アルキル
、Ｃ1－Ｃ10－アルキルチオ－Ｃ2－Ｃ8－アルキルまたは酸素および／もしくは硫黄によ
り中断されていてもよい３－８個の環原子を有するシクロアルキルを表しそして各場合と
も場合によりハロゲン－、Ｃ1－Ｃ6－アルキル－、Ｃ1－Ｃ6－ハロゲノアルキル－、Ｃ1
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－Ｃ6－アルコキシ－、Ｃ1－Ｃ6－ハロゲノアルコキシ－もしくはニトロ－置換されてい
てもよいフェニルまたはフェニル－Ｃ1－Ｃ6－アルキルを表し、
Ｂは水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキルまたはＣ1－Ｃ6－アルコキシ－Ｃ2－Ｃ4－アルキルを表す
か、
或いは
ＡおよびＢはそれらが結合している炭素原子と一緒になって場合により酸素および／もし
くは硫黄により中断されていてもよくそして場合によりハロゲン、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、
Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－ハロゲノアルキル、Ｃ1－Ｃ4－ハロゲノアルコキシ、
Ｃ1－Ｃ4－アルキルチオまたは場合により置換されていてもよいフェニルにより置換され
ていてもよくまたは場合によりベンゾ－縮合されていてもよい飽和もしくは不飽和の３－
～８－員環を形成し、
Ｇは水素（ａ）を表すかまたは基
【化２】

を表し、
ここで
Ｒ1は各場合とも場合によりハロゲン－置換されていてもよいＣ1－Ｃ20－アルキル、Ｃ2

－Ｃ20－アルケニル、Ｃ1－Ｃ8－アルコキシ－Ｃ2－Ｃ8－アルキル、Ｃ1－Ｃ8－アルキル
チオ－Ｃ2－Ｃ8－アルキル、Ｃ1－Ｃ8－ポリアルコキシ－Ｃ2－Ｃ8－アルキルまたは酸素
および／もしくは硫黄原子により中断されていてもよい３－８個の環原子を有するシクロ
アルキルを表し、
場合によりハロゲン－、ニトロ－、Ｃ1－Ｃ6－アルキル－、Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ－、Ｃ

1－Ｃ6－ハロゲノアルキル－もしくはＣ1－Ｃ6－ハロゲノアルコキシ－置換されていても
よいフェニルを表し、
場合によりハロゲン－、Ｃ1－Ｃ6－アルキル－、Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ－、Ｃ1－Ｃ6－ハ
ロゲノアルキル－もしくはＣ1－Ｃ6－ハロゲノアルコキシ－置換されていてもよいフェニ
ル－Ｃ1－Ｃ6－アルキルを表し、
各場合とも場合によりハロゲン－および／もしくはＣ1－Ｃ6－アルキル－置換されていて
もよいピリジル、ピリミジル、チアゾリルまたはピラゾリルを表し、
場合によりハロゲン－および／もしくはＣ1－Ｃ6－アルキル－置換されていてもよいフェ
ノキシ－Ｃ1－Ｃ6－アルキルを表し、
Ｒ2は各場合とも場合によりハロゲン－置換されていてもよいＣ1－Ｃ20－アルキル、Ｃ2

－Ｃ20－アルケニル、Ｃ1－Ｃ8－アルコキシ－Ｃ2－Ｃ8－アルキルまたはＣ1－Ｃ8－ポリ
アルコキシ－Ｃ2－Ｃ8－アルキルを表し、
各場合とも場合によりハロゲン－、ニトロ－、Ｃ1－Ｃ6－アルキル－、Ｃ1－Ｃ6－アルコ
キシ－もしくはＣ1－Ｃ6－ハロゲノアルキル－置換されていてもよいフェニルまたはベン
ジルを表し、
Ｒ3は場合によりハロゲン－置換されていてもよいＣ1－Ｃ8－アルキルを表し、各場合と
も場合によりＣ1－Ｃ4－アルキル－、ハロゲン－、Ｃ1－Ｃ4－ハロゲノアルキル－、Ｃ1

－Ｃ4－アルコキシ－、Ｃ1－Ｃ4－ハロゲノアルコキシ－、ニトロ－もしくはシアノ－置
換されていてもよいフェニルまたはベンジルを表し、
Ｒ4およびＲ5は互いに独立して各場合とも場合によりハロゲン－置換されていてもよいＣ

1－Ｃ8－アルキル、Ｃ1－Ｃ8－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ8－アルキルアミノ、ジ－（Ｃ1－Ｃ8
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）－アルキルアミノ、Ｃ1－Ｃ8－アルキルチオ、Ｃ2－Ｃ5－アルケニルチオ、Ｃ2－Ｃ5－
アルキニルチオまたはＣ3－Ｃ7－シクロアルキルチオを表し、各場合とも場合によりハロ
ゲン－、ニトロ－、シアノ－、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ－、Ｃ1－Ｃ4－ハロゲノアルコキシ
－、Ｃ1－Ｃ4－アルキルチオ－、Ｃ1－Ｃ4－ハロゲノアルキルチオ－、Ｃ1－Ｃ4－アルキ
ル－もしくはＣ1－Ｃ4－ハロゲノアルキル－置換されていてもよいフェニル、フェノキシ
またはフェニルチオを表し、
Ｒ6およびＲ7は互いに独立して各場合とも場合によりハロゲン－置換されていてもよいＣ

1－Ｃ10－アルキル、Ｃ1－Ｃ10－アルコキシ、Ｃ3－Ｃ8－アルケニルまたはＣ1－Ｃ8－ア
ルコキシ－Ｃ1－Ｃ8－アルキルを表し、場合によりハロゲン－、Ｃ1－Ｃ6－ハロゲノアル
キル－、Ｃ1－Ｃ6－アルキル－もしくはＣ1－Ｃ6－アルコキシ－置換されていてもよいフ
ェニルを表し、場合によりハロゲン－、Ｃ1－Ｃ6－アルキル－、Ｃ1－Ｃ6－ハロゲノアル
キル－もしくはＣ1－Ｃ6－アルコキシ－置換されていてもよいベンジルを表し、或いは一
緒になって場合により酸素もしくは硫黄により中断されていてもよくそして場合によりＣ

1－Ｃ6－アルキルにより置換されていてもよい５－もしくは６－員環を表す］
の化合物と、下記の化合物の少なくとも１種
アジンフォス－メチル(azinphos-methyl)、
クロルピリフォス(chlorpyrifos)、
ダイアジノン(diazinon)、
ジメトエート(dimethoate)、
ジスルフォトン(disulfoton)、
エチオン(ethion)、
フェニトロチオン(fenitrothion)、
フェンチオン(fenthion)、
イソキサチオン(isoxathion)、
マラチオン(malathion)、
メチダチオン(methidathion)、
オキシデメトン－メチル(oxydemeton-methyl)、
パラチオン(parathione)、
パラチオン－メチル(parathione-methyl)、
フェントエート(phenthoate)、
フォレート(phorate)、
フォサロン(phosalone)、
フォスメット(phosmet)、
フォキシム(phoxim)、
ピリミフォス－メチル(pirimiphos-methyl)、
プロフェノフォス(profenophos)、
プロチオフォス(prothiophos) 、
テブピリムフォス(tebupirimphos)、
トリアゾフォス(triazophos)、
クロルフェンビンフォス(chlorfenvinphos)、
ジクロルフォス(dichlorphos) 、
ジクロトフォス(dicrotophos) 、
メビンフォス(mevinphos)、
モノクロトフォス(monocrotophos)、
フォスファミドン(phosphamidon)、
アセフェート(acephate)、
メタミドフォス(methamidophos)、
トリクロルフォン(trichlorfon)、
カルバリール(carbaryl)、
フェノキシカルブ(fenoxycarb)、
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フォルメタネート(formetanate)、
フォルメタネート塩酸塩(formetanate hydrochloride)、
メチオカルブ(methiocarb)、
メトミル(methomyl)、
オキサミル(oxamyl)、
ピリミカルブ(pirimicarb)、
プロポクサー(propoxur)、
チオジカルブ(thiodicarb)
の混合物を含んでなる組成物。
　　【請求項２】
　ＸがＣ1－Ｃ4－アルキル、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシまたはＣ1－Ｃ2－ハロゲノ
アルキルを表し、
Ｙが水素、Ｃ1－Ｃ4－アルキル、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシまたはＣ1－Ｃ2－ハロ
ゲノアルキルを表し、
ＺがＣ1－Ｃ4－アルキル、ハロゲンまたはＣ1－Ｃ4－アルコキシを表し、
ｎが０または１を表し、
ＡおよびＢがそれらが結合している炭素原子と一緒になって、場合によりＣ1－Ｃ4－アル
キル－もしくはＣ1－Ｃ4－アルコキシ－置換されていてもよい飽和５－もしくは６－員環
を形成し、
Ｇが水素（ａ）を表すかまたは基
【化３】

を表し、
ここで
Ｒ1が各場合とも場合によりハロゲン－置換されていてもよいＣ1－Ｃ16－アルキル、Ｃ2

－Ｃ16－アルケニル、Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ－Ｃ2－Ｃ6－アルキルまたは１もしくは２個
の酸素および／もしくは硫黄原子により中断されていてもよい３－７個の環原子を有する
シクロアルキルを表し、
場合によりハロゲン－、ニトロ－、Ｃ1－Ｃ4－アルキル－、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ－、Ｃ

1－Ｃ3－ハロゲノアルキル－もしくはＣ1－Ｃ3－ハロゲノアルコキシ－置換されていても
よいフェニルを表し、
Ｒ2が各場合とも場合によりハロゲン－置換されていてもよいＣ1－Ｃ16－アルキル、Ｃ2

－Ｃ16－アルケニルまたはＣ1－Ｃ6－アルコキシ－Ｃ2－Ｃ6－アルキルを表し、
各場合とも場合によりハロゲン－、ニトロ－、Ｃ1－Ｃ4－アルキル－、Ｃ1－Ｃ4－アルコ
キシ－もしくはＣ1－Ｃ4－ハロゲノアルキル－置換されていてもよいフェニルまたはベン
ジルを表す
式（Ｉ）の化合物を含んでなる請求項１に記載の組成物。
　　【請求項３】
　式（Ｉ－ｂ－１）
【化４】
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の化合物を含んでなる請求項１に記載の組成物。
　　【請求項４】
　請求項１、２または３に記載の混合物を動物性有害生物および／またはそれらの生息地
に作用させることを特徴とする動物性有害生物の抑制方法。
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